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１．はじめに 

2011.3.11 の震災被害に対する緑地資源の変化状況のモニタリ

ングおよびその再形成に向けた研究は，造園分野において重要な

テーマである。本報では，良質の散居のイグネ（屋敷林）景観が

残る仙台平野中部の宮城県亘理町逢隈地区において，イグネの特

徴として樹種構成と樹林構造，管理・利用状況等，そして津波の

影響について実態把握したので報告する。なお，当地域のイグネ

は主として冬季の西～北西からの強い季節風に対する防風のため

に形成されてきたものである 1)。 

仙台平野中部は，主に阿武隈川の堆積物で縄文海退以降の

6,000 年程前より徐々に形成されてきた沖積低地である 2)。全体

に低平であるが，阿武隈川のかつての乱流による自然堤防や海岸

後退時に順次形成された浜堤列 3)等の微高地が随所に見られる

（図－1）。対象地とした逢隈地区は，現在は地区西側から国道沿

いの市街地が近づきつつあるものの，一面の農地（主に水田）が

広がる中に散居となる屋敷群（一部で 2～3 戸が連続する）のイ

グネ景観がまとまって見られる。一方，今回の津波により，仙台

平野における仙台・名取・岩沼市の沿岸部のイグネ景観地は甚大

な被害が生じている。これは津波による直接的な被害のみならず，

塩害による枯死および倒木対策のための伐採も加わることで，か

つてのイグネ景観が大きく劣化変容しているのである。そのよう

な状況の中，本逢隈地区は一部には津波が到達したものの，未だ

良質の散居のイグネ景観が維持されており，地域の気候風土に即

した人の営みにより生じた「文化的景観」としての仙台平野のイ

グネ景観を伝える数少ない地区の一つと考えられる（写真－1）。

このため，津波被害も含め，その緑地資源としてのイグネの特徴

把握は，その保全と創出に向けて意義あるものと考える。 

なお，散居屋敷林に関する既往研究には，岩手県胆沢地区にお

ける分布や植栽形態 4)，山形県飯豊地区における形態の変遷 5)，

関東の利根川水系での水塚と組み合わさった文化的景観としての

意義 6)，北海道恵庭地区・山形県庄内地区の平地林の機能面を重

視した住民の景観評価 7)，宮城県岩沼市での津波に対する防災機

能と塩害被害実態 8)等がある。また，仙台平野の仙台・名取市域

については1995～2000年にかけて悉皆的なイグネの分布調査が

行われている 9-12)。これらの中には，毎木調査等によるイグネの

樹木構成や配置特性も幾つか報告 4,5,8,9)されているものの，本対象

地である逢隈地区についての報告は皆無である。 

そこで本研究は，逢隈地区の詳細な樹種構成・空間利用等を明

らかにするとともに，その成立要因も含め地域ランドスケープ構

造の中でのイグネの特徴や意義を考察し，津浪被害の著しかった

仙台平野における文化的景観の保全・創出に向けたランドスケー

プ的な視座を得ることを目的とした。 

 

２．研究の方法 

対象とした逢隈地区は亘理町の北部に位置し，阿武隈川に接し

ている。本調査では，逢隈地区の中でも特にイグネ景観が卓越し

ている榎袋，鷺野，蕨の3区を対象とした。震災の影響を受ける

前の 2010 年 4 月時点では，世帯数はそれぞれ 46，18，47 で，

人口は3区計で約450人となっている 13)。なお，上記の3区は津

波による物理的破壊は免れており，これは沿岸部から3～5kmと

内陸よりに位置したこと，東側に南北に走る常磐自動車道と阿武

隈川の河川堤防が障壁となったこと，が理由と考えられる。ただ

し，宅地・農地等への海水の浸水が一部に達しており，農地やイ

グネに対する塩害被害が危惧される。 

調査は，地図・空中写真によるイグネの分布やその変遷の分析，

および現地での毎木調査・ヒアリング等とした。前者は，過去の

地形図（大日本帝国陸地測量部（1911）二万分一地形圖「亙理」，

1907年測量）や主要な時期の空中写真（1949年10月米軍撮影・

1961年12月国土地理院撮影・1975年9月同・1993年9月同・

2011 年 3 月同 14)）より，イグネの分布や面積を把握した。これ

は国土地理院の基盤地図情報 15)をベース図とし，道路を基に空中

写真をオルソ化して算出した（ESRI社 ArcGIS 10.1を使用）。 
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図－1 対象地周辺の地形分類図 

 

その際，イグネは樹冠投影で判読したが，落葉期の落葉樹は枝張

りの範囲を用いた。 

後者は，家の敷地単位（以下：戸）のイグネで実施した。これ

は，植栽や管理・利用が戸単位で行われており，居住者の意識が

直接的にイグネの状態に反映されるためである。その際，農地等

に囲まれて他と独立している場合はイグネを構成する樹木の生育

する範囲で，複数の家のイグネが連続している場合は居住者より

その敷地境界を示してもらい調査を行った。調査協力の得られた

榎袋6戸（図－2：St.1～6），鷺野9戸（St.7～15，内St.11・13

は神社），蕨4戸（St.16～19）のイグネについて，胸高幹周4cm

以上の全ての樹木の樹種・樹高・胸高直径（直径尺を使用）・配置

等を記録した。ただし，タケ類は樹木と異なり形成層がないため

毎年の肥大成長は行わないこと 16)，幹が中空であることから，優

占度の検討において樹木と同様には扱えないため毎木調査の対象

から外したが，その生育状況（丈や密度）を管理の有無の判断材

料には用いた。加えて，地域の生物相に対するイグネの生態的意

義の一端を明らかにするため，毎木調査時に林床を悉皆的に踏査

し，タヌキの溜糞の有無（＋／－の定性情報）を戸単位で記録し

た。さらに塩害被害や管理・利用状況について，目視観察および

居住者へのヒアリングを行った。枯死により既にイグネの大半が

伐採されていた蕨の 4 戸（図－2：◇印）でもヒアリングを行っ

た。これらの現地調査は2013年の春季～秋季に実施した。 

 

３．結果・考察 

（１）逢隈地区のイグネの変遷 

明治末（1907年測量）の集落分布（図－3）を見ると，特に西

側の榎袋・鷺野で曲線上に並ぶのが特徴的である。地形分類図に

おける当該地区（図－1）には，連続した流路となる旧河道が横

向きのS字型に流れており，榎袋・鷺野の集落がこの主要な旧河

道の流路（図－3：点線）に沿っていることが読み取れる。当地

区では旧河道に隣接する自然堤防が，周囲の後背湿地よりも 1m

ほど高い微高地となる 2)。また東側の蕨や榎袋の最西端には浜堤

列が存在し（図－3：斜線部），集落の一部が位置している。すな

わち，逢隈地区の散居は主に自然堤防あるいは浜堤列上の微高地

に形成されてきたことが示唆される。これは度重なる阿武隈川の

洪水に対し，低平な地において少しでも高い場所に住むことで人

命・家財の被害の最小化を図るという，生存上の適応と理解でき

る。一方，明治末当時の散居集落のほとんどが斜線を付された集

落域として表されており，これは昭和図式の「樹木に囲われた居

住地」に相当する凡例と解釈され，イグネに囲われていたことが

示唆される。菊地ら 9)は，維持管理をしつつ燃料材等を得てきた

イグネは，海岸の水田地域において里山に相当すると指摘する。

背後に丘陵地の山林を持たない平野部の水田地帯にある散居集落

にとって，防風のみならずイグネが燃料・落ち葉等の材を得る里 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 明治末頃の散居集落の状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－1 逢隈地区のイグネ   写真－2 広葉樹の多いイグネ 

  景観             の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 各年代のイグネの分布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－5 イグネ面積の推移 

図－2 調査対象としたイグネの位置 

1949 

500 m 

2011 

1975 

1961 

1993 

N 

鷺野 

阿武 
隈川 

■旧河道 ■自然堤防 ■浜堤列 ■後背湿地    
■丘陵地    赤枠は 図－2，図－3の範囲。 
注：松本・野中（2005）2)を基に作成。 

〇：毎木調査実施イグネ（数字はSt.番号） 
◇：ヒアリングのみのイグネ 
点線は津波到達ライン（右側が湛潮）。 
注：空中写真は2011.3.13国土地理院撮影 14)。 

 

緑枠は「樹木に囲われた居住地相当の集落地」を囲ったもの
(明治図式の旧版地形図は該当する凡例が明示されてない)。 
青点線は図－1の主要な旧河道の流路と思われる場所。 
橙斜線部は図－1の浜堤列と思われる場所。 
注：大日本帝国陸地測量部（1911）「亙理」より。 

 

榎袋 

蕨 

図示範囲は図－2と同じ。 

赤塗部がイグネの樹冠，白地部はイ

グネ以外の土地被覆（農地・宅地・

庭・道路・水路等）を示す。 
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山林的な役割を担って来たことは想像に難くない。当地区のイグ

ネ景観成立の基盤には，約6,000前からの海退に伴う阿武隈川よ

り運搬され堆積した土砂による沖積低地の形成と，その海退過程

で海水準の微変動により当時の海岸最前面に生じた幾つかの浜堤

列 3)，さらには幾度も流路を変えてきた阿武隈川の旧河道と自然

堤防 2)といった，地形形成史とそこに適応的に暮らしてきた人の

歴史を認めることが出来る。 

イグネの分布の変遷（図－4）では，空中写真の各撮影時期と

もその配置には大きな変化は認められなかったものの，特に2011

年で個々のイグネの縮小や細分化が著しくなっていた。イグネ面

積の推移では，1949年から1975年にかけては増加傾向が認めら

れたが，以降は全体的に減少傾向が続いていた（図－5）。最大と

なった1975年の計12.6haに比較し2011年は7.0haであり，こ

の約35年間で56％に減少していた。ただし，その傾向は区毎で

異なり，榎袋・鷺野では比較的減少傾向が緩やか（1975年に対す

る 2011 年の残存割合は榎袋：67.4％，鷺野：64.7％）であるの

に対し，蕨では減少が著しく（同37.2％），特に1993年以降の減

少が顕著であった。なお，2011年は震災直後の空中写真を用いて

いるため，塩害による枯死が顕在化する前のイグネの状況であり，

蕨では震災以前からイグネが急減していたことが示された。写真

判読によれば，これらイグネの減少は主に農地（ハウス栽培施設

を含む）への転換であった。榎袋・鷺野に対し営農基盤が明治末

と早くから整備 17)された蕨（図－3）18)では，イグネの農地への

転換がより早い時期から進んだ可能性が示唆される。なお，戦後

直後の 1949 年からイグネ面積が増えたのは，戦後直後に多く伐

採が行われており（居住者へのヒアリングによる），その跡地に植

えた苗がまだ小さく空中写真では樹冠が判別されなかったものが，  

 

表－1 樹高階層別の樹木本数 

榎袋 鷺野 蕨 合計
（n = 6） （n = 9） （n = 4） （n = 19）

 高木 179.2 83.6 9.5 98.2
　 （10m＜） （12 ～ 318） （27 ～ 126） （6 ～ 13） （6 ～ 318）

 中木 91.5 49.8 53.3 63.7
　 （5m＜ ≦10m） （43 ～ 155） （20 ～ 174） （6 ～ 119） （6 ～ 174）

 低木 58.5 30.2 14.5 35.8
　 （≦5m） （11 ～ 104） （7 ～ 50） （1 ～ 26） （1 ～ 104）

 低～高木合計 329.2 163.6 77.3 197.7
（94 ～ 500） （94 ～ 286） （26 ～ 155） （26 ～ 500）

調査面積の幅 700～3,600㎡ 470～2,500㎡ 250～1,100㎡ -

上段：平均，下段：（最小～最大），単位：本／戸，　nは調査戸数
調査面積の幅：図－4の2011年の樹冠投影図より求めた各戸の概算値。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後に成長したためと考えられる。 

（２）イグネの樹種構成 

計19戸の毎木調査での確認樹木は計3,756本となり，1戸当た

り平均197.7本（n=19），最大で500本／戸であった。本研究で

は 5m 以下を低木，5m を越え 10m 以下を中木，10m を越える

ものを高木として階層別で区分して集計した。その結果，全体で

は高木が最も多く，次いで中木，低木の順であった（表－1）。区

毎では，榎袋の高木の多さ（平均179.2本／戸）が特筆され，蕨

での枯死・伐採に伴う高木の少なさが目立っていた。調査したイ

グネの樹木配置については，基本的には仙台平野での既往報告
1,8-12)と同様であり，冬季の季節風に対し家屋の北西側にイグネが

配置されており，多くは西側でのイグネ幅が厚くなっていた。 

針葉樹・常緑広葉樹・落葉広葉樹の樹木タイプに分けて各イグ

ネの樹高階層別の樹木本数を示したのが図－6 である。なお，ほ

とんどの地点でマダケやアズマネザサ等のタケ類の生育を確認で

き，特に管理放棄のイグネではこれらのタケ類が密に繁茂してい

た。図－6 より，全体に針葉樹の高木の本数が多いことが先ず見

て取れ，基本的には針葉樹が主体となり樹冠が閉じた樹林となっ

ていることが示された。ただし，蕨は津波被害により高木の本数

は著しく少なかった。また，特に榎袋では高木の本数が著しく多

いイグネ（St.2～4）が散見した。中木では高木同様に針葉樹の本

数が多いものの，常緑広葉樹の本数も多くなる地点が散見された

（St.3・5・7・12・16・19）。中でも，St.16・19 は中木にヤブ

ツバキが突出して多く，高木での針葉樹の欠落と合わせて特異な

樹木構成となっていた。低木では針葉樹の本数は急減し，常緑広

葉樹の本数が卓越するイグネが多く認められた（St.2・3・5・10・

12～16・18）。また，比較的落葉広葉樹の本数が多くなるイグネ

も散見された（St.2・4・7・19）。林床管理状況との対応は必ず

しも明瞭ではなく，管理放棄により低木・中木の本数が多くなる

イグネ（例えばSt.2・3・8・12）も見られる反面，管理されてい

ても同様に低木・中木の本数が多いイグネも散見された（例えば

St.3・5）。なお，規模の大きなイグネでは林床管理が部分的に止

まり，周縁的な部分が粗放的となるものが多く観察された。また，

管理放棄でも特に低木の本数が少ないイグネが認められた（例え

ば St.1・7・9）。これには現地での観察によりタケ類の繁茂が関

与している可能性があるが，本研究ではタケ類の生育量を調査し

ていないため定量的な解析は行えなかった。 

確認種数は，針葉樹 13 種，常緑広葉樹 23 種，落葉広葉樹 36

種の計72種であった（表－2）。これらの中には，ダイオウマツ， 

ゲッケイジュ，キンモクセイ，タイサンボク等の国外原産の庭木， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和　名 学　名 和　名 学　名 和　名 学　名 和　名 学　名

ヒマラヤスギ Cedrus deodara アオキ * Aucuba japonica イロハモミジ * Acer palmatum ウメ Prunus mume
イチョウ Ginkgo biloba ヤブツバキ * Camellia japonica コハウチワカエデ * Acer sieboldianum コナラ * Quercus serrata
ビャクシン * Juniperus chinensis サザンカ * Camellia sasanqua ハンノキ * Alnus japonica コガシワ * Quercus 
イヌガヤ * Cephalotaxus harringtonia ユズ Citrus junos タラノキ * Aralia elata   × takatorensis
ヒノキ * Chamaecyparis obtusa ビワ Eriobotrya japonica ムラサキシキブ * Callicarpa japonica ヌルデ * Rhus javanica
サワラ * Chamaecyparis pisifera マサキ * Euonymus japonicus ヤブムラサキ * Callicarpa mollis 　 ニセアカシア Robinia pseudoacacia
スギ * Cryptomeria japonica ヒサカキ * Eurya japonica イヌシデ * Carpinus tschonoskii ニワトコ * Sambucus racemosa
アカマツ * Pinus densiflora ヤツデ * Fatsia japonica クリ * Castanea crenata エゴノキ * Styrax japonica
ダイオウマツ Pinus palustris イヌツゲ * Ilex crenata エノキ * Celtis sinensis ミズキ * Swida controversa
クロマツ * Pinus thunbergii ゲッケイジュ Laurus nobilis ヤマザクラ * Cerasus jamasakura オオバボダイジュ * Tilia maximowicziana 
イチイ * Taxus cuspidata ネズミモチ * Ligustrum japonicum ソメイヨシノ Cerasus × yedoensis ガマズミ * Viburnum dilatatum
アスナロ * Thujopsis dolabrata トウネズミモチ Ligustrum lucidum クサギ * Clerodendrum trichotomum フジ * Wisteria floribunda
カヤ * Torreya nucifera タイサンボク Magnolia grandiflora カキノキ * Diospyros kaki サンショウ * Zanthoxylum piperitum

シロダモ * Neolitsea sericea ヤマトアオダモ * Fraxinus longicuspis ケヤキ * Zelkova serrata
キンモクセイ Osmanthus fragrans ケンポナシ * Hovenia dulcis
カナメモチ * Photinia glabra オニグルミ * Juglans mandshurica 
アカガシ * Quercus acuta イヌエンジュ * Maackia amurensis
アラカシ * Quercus glauca アカメガシワ * Mallotus japonicus
シラカシ * Quercus myrsinifolia ヤマグワ * Morus australis
ウラジロガシ * Quercus salicina カラタチ Poncirus trifoliata
モッコク * Ternstroemia gymnanthera カマツカ * Pourthiaea villosa 
シュロ * Trachycarpus fortunei イヌザクラ * Prunus buergeriana
サンゴジュ * Viburnum awabuki ウワミズザクラ * Prunus grayana

注：下線は、高木（10m＜）での生育が確認された種。また、 *印は在来種を示す。

針葉樹 常緑広葉樹 落葉広葉樹

表－2 確認樹種一覧 
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ユズ，ビワ，ウメ等の国外原産の果樹，トウネズミモチ，ニセア

カシア等の外来種も含まれていたが，在来種が多くを占めていた。

菊地ら 10,11)は仙台・名取市域のイグネ約 350 戸を調査し，60 種

強の構成樹種を報告している。これに対し本調査では，19 戸で

70種以上と極めて豊富な種が記録され，これは全戸で詳細な毎木

調査を行ったことによると考えられる。これらの内，イグネの樹

冠を構成する高木は，針葉樹はスギ，ヒノキ，クロマツ，カヤ等

の 7 種，常緑広葉樹はアカガシ，ウラジロガシ，シロダモ等の7

種，落葉広葉樹はケヤキ，エノキ，イヌシデ，ハンノキ，コナラ，

ミズキ等の 14 種が認められた。中・低木としてもヤブツバキ，

マサキ，ヒサカキ，イヌツゲ，シラカシ，ムラサキシキブ，ヤマ

ザクラ，カマツカ，イヌザクラ，ニワトコ，ガマズミ等が認めら

れ，地域の里山構成樹種 19)が多く生育していた（写真－2）。 

次に，樹木の大きさを考慮した優占度の指標となる種毎の胸高

断面積合計 20)を比較した。胸高直径より樹木の幹を正円と仮定し

て胸高断面積を算出し，針葉樹・常緑広葉樹・落葉広葉樹の樹木

タイプに分けて全調査対象イグネにおける割合を求めた（図－7）。

これは，本数割合では高木も低木も同列に扱われるため，生育量

の多寡の比較には適さないと判断したためである。その結果，胸

高断面積合計による優占状況において，針葉樹が85％と大半を占

めていることが示された。常緑広葉樹と落葉広葉樹はそれぞれ

7.5％前後であり，若干，常緑広葉樹の方が高い割合であった。な

お，本数割合では，針葉樹68.2%（2,561本），常緑広葉樹24.3%

（911 本），落葉広葉樹 7.5%（284 本）となっており，常緑広葉

樹が本数の割に細いサイズの樹木が多いことが読み取れる。最後

に樹木タイプの区分ごとに，胸高断面積合計に対する上位種の割

合を示したのが図－8である。針葉樹では，スギが94％と大半を

占めているほか，ヒノキとサワラがそれぞれ 2%程度と続いた。

樹木全体での針葉樹の高い割合（図－7）とこの胸高断面積にお

けるスギの突出した割合（図－8）より，本逢隈地区のイグネの

主要構成種はスギであることは明らかである。常緑広葉樹では，  

凡 例 

                         針葉樹 

                         常緑広葉樹 

                                                 落葉広葉樹 

＊：林床管理林 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シロダモが約半数を占めており，次いでヤブツバキ（16.5%），ア

カガシ（12.6%），ウラジロガシ（7.0%）の順であった。これに

は，管理放棄のイグネで多数のシロダモの生育が認められたこと，

ヤブツバキはイグネ周縁の中木としてよく用いられていたこと，

アカガシやウラジロガシは高木の大径木が散在したことが反映さ

れている。落葉広葉樹では，ケヤキが最も多く（43.7%），エノキ

（10.7%），イヌシデ（8.9%），ハンノキ（4.6%），クリ（4.3%），  
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図－7 全調査対象イグネにおける胸高断面積合計による樹木 
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図－8 樹木タイプ別での胸高断面積合計による種毎の優占割合 
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図－6 樹高階層毎の樹種タイプ別の樹木本数 
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ウワミズザクラ（3.0%）と続いていた。これらは主に大径木によ

るもので，例えば本調査で得られた最大の大径木は胸高幹直径約

110cmのケヤキであった。これら大径木の常緑あるいは落葉広葉

樹の存在は，イグネの樹林管理においてかつて住民が選択的に残

してきたことを示唆するものである。 

（３）タヌキの溜糞からみたイグネの生態的機能 

 19戸のイグネ調査で，計6戸（St.2・4・5・7・10・11）でタ

ヌキの溜糞が確認された。いずれも管理放棄されたイグネか，管

理継続のイグネでも管理が粗放的な場所での確認であった。ただ

し，タヌキにとっての生息地という視点からは，戸単位ではなく，

隣接する複数の屋敷林もひとまとまりの樹林地として利用してい

ると考えられる。そこで，農地等で囲まれた 1 戸~数戸からなる

一体的な屋敷林（図－4：2011年の分布図を使用）を樹林パッチ

と定義し，樹林パッチ単位で分析した。その結果，15パッチ中6

パッチ（40.0%）での確認となった（表－3）。また，個々のイグ

ネの規模が小さい蕨では確認されず，比較的規模の大きな樹林パ

ッチとなる榎袋・鷺野での確認割合が高くなっていた。タヌキは

親子や家族が近い場所で生息し，溜糞が個体あるいは家族集団の

縄張り識別の役割があるとされる 21)。4割の確認頻度ではあった

ものの，イグネ内の藪が本種の重要な生息空間となっていること

が明らかになった。農地が一面に広がる当該地域において，唯一

の樹林環境となるイグネが野生生物（タヌキのような中型哺乳類）

の生息において重要な緑地要素となっているという，その生態的

意義の一端を事例的に実証できたものと考える。 

（４）イグネの管理・利用状況 

管理実態については，毎木調査を行った 19 戸の内，下刈り等

の林床管理の継続は半数の 10 戸であり，管理放棄も 9 戸であっ

た（図－6）。管理放棄の理由は「手間」「子供の他出と高齢によ

る身体能力の衰え」が多く挙げられ，新たなスギ苗の補植が行わ

れている戸は極めて稀であった。一方，3 戸でスギ等の薪材利用

（主に風呂沸しの補助や可燃ごみの焼却に使用）が確認された（写

真－3）。内1戸では，震災時に地区全体が停電となるなか，周辺

住民に対し備蓄していたイグネの薪が炊き出しと暖を得るのに使

われたことがヒアリングにより得られた。イグネ‐除伐管理‐燃

料利用という旧来の当地の資源循環利用を伴う暮らしが，非常時

におけるライフライン維持を補完した好事例と言える。また，ス

ギ等の建材としての利用は今日ではほとんどなく，かつてイグネ

から切り出されたスギ材やケヤキ材が家屋の梁等に用いられてい

ることの提示に止まった。これに対し，林床空間を用いて山菜類

（サンショウ，タラノキ，ウド，フキ，ミョウガ等）を粗放的に

育成・利用している例が数戸で確認された（写真－4）。ヒアリン

グでは，以前は山菜として出荷していたが，現在はほぼ自家消費

用とされた。さらにイグネの縁や内部に素掘りの水路が掘られて

いる戸が幾つか観察され，圃場整備が入り地域の水路網が消失す

る以前は，その流れを洗い物等に利用していたとされる。 

また，仙台平野のイグネには主に北西端に地内明神と呼ばれる

小さな祠が置かれる場合が多く 8)，本逢隈地区のイグネでも普通

に見ることが出来た。そこは信仰の空間であり，管理放棄される

場合も最後まで祠の周囲の草刈りがなされている戸も多く見られ

た。また，この祠の近傍に大径木が位置する例も散見され（写真

－5），祠と組み合わされた御神木がイグネの構成樹種に組み込ま

れていると考えられる。なお，この祠近傍の大径木としては，ケ

ヤキ，アカガシ，アラカシ，ウラジロガシ，カヤ，スギ等が確認

され，必ずしも特定の樹種と決まっている訳ではなかった。他に

も妙見社（1330年代の建立とされる 22)）や山神・雷神の石碑（写

真－6）が置かれている例もあり，イグネ空間が信仰の場として

機能してきた事例として特筆される。 

 以上，イグネの木材・薪材や空間の利用は全体に希薄になりつ 

表－3 タヌキの溜糞の確認状況 

榎袋 鷺野 蕨 合計

調査樹林パッチ数 6 5 4 15

調査樹林パッチの平均面積 3,101㎡ 2,405㎡ 749㎡ 2,242㎡

溜糞の確認樹林パッチ数 3 3 0 6

溜糞の確認割合 50% 60% 0% 40%

溜糞の確認樹林パッチの平均面積 3,670㎡ 2,240㎡ - 2,955㎡  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3 小屋周囲の薪積    写真－4 林床でのミョウガ栽培 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－5 地内明神とアラカシ 写真－6 山神・雷神の石碑 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－7 目立つスギの枯死    写真－8 2013年植栽のスギ 

 

つあるが，一方で決して多くはないが一部で伝統的な管理・利用

形態が継承されていることが明らかになった。しかしながら，そ

の多くが高齢の居住者による活動であり，次世代に対しての断絶

が危惧される。 

（５）イグネに対する津波の影響 

 亘理町では，津波により町の面積の約半分が浸水し，特に海岸

部の集落では壊滅的な被害が生じている。しかし，本対象とした

逢隈地区では，河川と高速道の堤が障壁となり，津波の際には緩

やかな潮水の侵入と水位上昇が生じた程度であった。それでも最

も海岸寄りの蕨（農地が湛潮，宅地内のやや低い部分にあるイグ

ネも一部湛潮）で特にスギの枯死が顕著であり（写真－7），ヒア

リングによると2012年に枯死が進行したとされる。これに対し，

鷺野（農地は湛潮したが数日で引く），榎袋（農地は非湛潮だが，

水路沿いには潮が侵入）での枯死はほとんど認められなかった。

蕨では，津波被災後 1 戸当たり 15～20 本のスギ等を伐採してお

り（ヒアリング・現地確認による），イグネ景観が著しく貧化して

いた。現地での観察では，塩害被害は主に中木以上のスギ・ヒノ

キ等の針葉樹で生じており，広葉樹ではほとんど生じていなかっ

た。また，針葉樹でもカヤおよびサワラ・アスナロの若齢木では

被害は認められなかった。これらは，仙台平野中部の岩沼市玉浦

地区でのイグネ樹種別の塩害被害の報告 8)と同様な傾向であった。

このように，直接的な物理的破壊を受けなかった当地区において

も津波の影響として地域景観を特徴付けてきたイグネに被害をも
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たらしており，特に湛水深や期間の多かった海岸寄りの蕨でそれ

は顕著であった。先の岩沼市玉浦地区でも直接的な津波被害を免

れた樹木も続く 4・5 月から葉の変色の兆しとその後の大量の枯

死が報告 8)されており，塩害の影響は長期にわたり緩やかに効い

てくると考えられ，継続的な変化状況の把握が課題である。 

なお，蕨の津波による枯死木の伐採を行った内1戸では，イグ

ネ育成のために新たにスギの苗木を50本程度植栽（2013年）す

るのが認められた（写真－8）。そこはやや高齢の居住者で，植栽

理由のヒアリングに対し「冬季の季節風避けにイグネが不可欠」

との回答であった。平野の真ん中で人々が暮らす上での当該地域

特有の極めて強い季節風への対応という，イグネ本来の機能が改

めて評価される必要がある。 

（６）逢隈地区のイグネの特徴 

本研究により，かつて幾度ともなく河川氾濫や津波被害を受け

てきた仙台平野中部において，それでも人々の生きる空間として

形成されてきたイグネは，地形形成史と人の歴史が交差した仙台

平野の風土を特徴付ける景観であり，さらにはイグネが野生生物

の生息に寄与していることを提示できた。イグネの構造について

は，主に家屋の北西側に配置され，スギが中心である（図－7，

図－8）ことは他の仙台平野のイグネに関する報告 8-12)とそう変わ

るものではなかった。一方で詳細な毎木調査の実施により，スギ

が中心でありながらも，それぞれのイグネは多様な樹高階層毎の

樹林構造（図－6）を示していた。また，構成樹種として70種以

上が確認され（表－2），地域の多様な里山構成樹種の生育が特筆

された。さらに，スギ以外にも常緑・落葉広葉樹が高木に達し，

景観的に変化を与えているイグネも散見され（図－6，写真－2），

これには祠と組み合わさって保護されてきた大径木（写真－5）

も含まれていた。西側に位置する丘陵地（千貫丘陵）の際から海

岸まで幅約6kmも平野が続く（図－1）なか，散居イグネでのこ

れら多様な樹林構造の下での里山構成樹種の生育やタヌキの溜糞

の確認は，イグネが千貫丘陵と沿岸部の海岸林とを繋ぐ飛び石的

な樹林パッチとして機能していることを強く示唆するものである。

例えば三浦 23)は，二次植生である屋敷林においても動植物が豊富

に生育・生息する可能性を指摘している。また，当該地域では樹

林性のカエル類が津波直後にはイグネ周辺でのみ生息していたこ

とも報告される 24)。そこには海岸から沖積平野（浜堤列や自然堤

防等も含む），そして千貫丘陵へと連なる地域ランドスケープ構造

の中でのイグネの生態的意義が浮かび上がってくる。 

上記の生態的意義のみならず，本研究では薪材確保（写真－3）

や山菜育成（写真－4），信仰空間（写真－5，写真－6）としての

イグネの利用状況も明らかにした。これら伝統的な資源・空間利

用は，平野部の散居において生活上不可欠な里山林としてイグネ

が機能してきたことを裏付けるものである。一方で，個々のイグ

ネの量的減少（図－4，図－5）あるいは管理不足や利活用の低下

等，今日でのイグネと人との関わりが薄れつつある実態も明らか

になった。ただし，イグネの量的減少傾向は区毎に異なり（図－

5），これには各区の来歴が関わっている可能性が示唆された。特

に蕨では2011 年時点で1.7ha と3 区内で最も面積が少なかった

ことに加え，津波による塩害枯死に伴いイグネのさらなる減少が

生じていた。これらの塩害による枯死には津波の湛潮状況が関与

しており，直ぐ脇の農地までは来たものの潮水を直接被らなかっ

たイグネ（鷺野）では影響はほとんど生じていないことが明らか

になった。また，管理放棄や頻度低下に伴うシロダモ（図－8）

等の常緑広葉樹の中・低木での増加（図－6）は，長期的にはイ

グネの樹林構造を変えていく可能性もあり，今後のモニタリング

が課題である。 

 

４．結び 

居住者の生活様式が変化しイグネと人との関わりの希薄化が進

む中，そのままの形でのイグネの継承には無理がある。次の時代

に如何にイグネを生かしていくかが模索される所以である。そこ

には，「丘陵（里山）－街－平野部の散居イグネ景観－阿武隈川－

貞山堀－海岸林」といった，仙台平野中部における地域ランドス

ケープ構造の中で散居イグネ景観の意義を定位する必要があるの

だろう。例えば当地の海岸林は藩政時代から造営され，住民によ

り里山的に管理・利用されてきた 25)。また，伊達藩が造営した貞

山堀運河も歴史的遺構である。本逢隈地区のイグネ景観も数百年

（1330 年代建立の妙見社 22)の存在は，この地に700 年近く散居

集落が存続してきたことの証左である）におよぶ人の営みの中で

形成・継承されてきた「文化的景観」の1つと考えられる。これ

らは仙台平野中部における大地の歴史と人の歴史が交差してきた

一体的な「文化的景観」群であり，その地域ランドスケープ構造

の中でのイグネの生態的・文化的意義を再構築するとともに，今

後の地域緑地計画等で緑地資源として位置付けてその保全・創出

を図っていくことが求められる。 
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